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三 線 ク ラ ブ 

６月の主な予定 

２ 月 

指導講師検討会～6/6 

ミーティング 

教育相談(しののめ)～6/4 

３ 火 三線クラブ 

５ 木 幼児教育自主参加講座① 

６ 金 地区合同平和学習(しののめ) 

９ 月 応急手当講習(ＡＥＤ使用方法等) 

12 木 スタッフ会議(しののめ) 

13 金 所内検討会 

16 月 検証授業～7/4 

19 木 琉球大学との連携推進会議 

20 金 地区合同体育(しののめ) 

24 火 ＪＩＣＡ研究員との交流 

25 水 離島出前講座(座間味幼稚園) 

26 木 スタッフ会議(しののめ) 

27 金 地区支援教室担当者連絡会 

 

いよいよ６月から検証授業が始まります。指導要領や

関連文献を熟読し、先行研究を参考にしながら、実践研究

を進めています。所内検討会では、研究の途中経過を発表

し、互いにアドバイスを伝え合い、研究をより深めていき

ます。研究所は、研究員一人一人の取り組みを支え、安心

して研究に専念できる環境を整えています。 

 

保育に携わる先生方を対象に「乳幼児教育施設におけ

る教育・保育の基本と保育者の役割」をテーマに沖縄女

子短期大学の羽地知香先生にご講話いただきました。

「『大人の楽しい＝こどもも楽しい』とは限らない」「保

育での失敗を子どものせいにしない」「保育者も一人で

は頑張れない。語り合う仲間の存在が大切」等、これま

での実践事例を交えながら、保育の奥深さや楽しさにつ

いて語っていただきました。 

【参加者感想】 

〇無理に個を集団にいれるのではなく、その子の興味に

寄り添い、大人も一緒に遊ぶことで、自然と周囲も巻

き込まれいくような素敵な保育を心がけていきたい。 

〇子どもたちと信頼関係を築き、個々の発達状態や気持

ちに寄り添った保育をこれからも大切にしたい。 

〇保育の基本となる発達段階を理解したうえで、目の前

の子どもが今どの段階にいるのかを把握し、それに応

じた関わりをしていくことの重要性を改めて学んだ。 

幼児教育短期研修(基礎ステージ) 

♪ かりゆしぬ あしび うちはりてぃからや ♪ 

所内研修の一環として、三線クラブが開講されま

した。クラブでは、講師の新垣盛広先生のご指導のも

と、三線や沖縄の歴史や歌詞に込められた背景につ

いても学んでいます。稽古は「合・四・工」の音から

スタートし、指の位置を一つ一つ 

確認しながら、ゆっくりと三線を 

奏でています。沖縄の文化に触れ 

るひとときを楽しんでいます。 

教育研究所だより 東雲 ６月 
所 内 検 討 会 

「小中自主参加講座」「教育講演会」 
三者面談、校内研修、教科会、学年会、教材研究・・・等、夏休みも忙しい日々が続くことと思いますが、

この機会に自己研鑽の時間を設けてみませんか。本年度の夏休みには以下の内容を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育講演会 

８月 18日(月)15:00～16:45 

 

教育ＤＸの近未来 
授業と学校経営の何がどのように変わるのか？ 

 

国立教育政策研究所 

藤原文雄 

小中自主参加講座 

８月１日(金)14:00～16:45 

 

発達と愛着に課題のある 

子どもたちから学んだこと 

 

南城市立馬天小学校 

校長 瀬底正栄 

小中自主参加講座 

７月 23日(水)14:00～16:45 

 

｢こども一人一人を主語｣にした授業 

～ＩＣＴの効果的な活用～ 

 

嘉手納町教育委員会 

主幹 大城智紀 


